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⑨
論
考
志
筑
忠
雄

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

の
訳
出
と
そ
の
書
誌

明
秀

は
じ
め
に

明
治
二
八
年
（

一
八
九
五
）
六
月
、
狩
野
亨
吉
（
一
八
六
五

1
一
九
四
二
）
は

「
我
邦
人
ノ
理
学
ノ
思
想
ニ
乏
シ
丁
）」
い
こ
と
を
憂
い
、
理
学
啓
蒙
の
た
め
に
創

刊
さ
れ
た

「東
洋
学
芸
雑
誌
」
の
第

一
六
五
号
紙
上
で
、
そ
れ
ま
で
世
に
忘
れ
去

ら
れ
て
い
た
近
世
後
期
長
崎
の
学
者
志
筑
忠
雄
（
別
名
中
野
柳
園
、
一
七
六
0
1

一
八
O
六
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
独
自
の
宇
宙
論
「
混
沌
分
判
図
説
」
が
、
カ
ン
ト
、

ラ
プ
ラ
ス
（
－E
S
S
E－
関
自
F

ロ
宮
山
∞
宏
一
虫
O
R
φ
ω
5
0
P
E
R
D己
的
号
戸
告
E
n
p

口
S
’E
N寸）
に
よ
る
太
陽
系
成
因
に
関
す
る
星
雲
説
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
論

じ
、
こ
れ
を
賞
賛
し
た
す）。

爾
後
、
志
筑
忠
雄
に
は
日
本
科
学
史
上
の
「
天
才
」

と
い
う
評
価
が
定
着
し
て
い
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
下
、
志
筑
忠
雄
の
背
景
や
人
物
像
に
迫
る
た
め
の
資
料
は

乏
し
く

3
、
主
と
な
る
の
は
写
本
で
伝
え
ら
れ
る
著
作
で
あ
る
。
五
十
点
前
後
確

認
で
き
る
業
績
は
お
よ
そ
次
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
（

一
）
天
文

・

物
理
学
、
（
二
）
オ
ラ
ン
ダ
語

・
文
法
学
、
（三
）
地
理
誌

・
海
外
事
情
で
あ
る

Z
。

ま
ず
天
文

・
物
理
学
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
大
森
実
や
吉
田
忠
に
よ
っ
て
精
力

的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
、
先
に
述
べ
た
字
宙
論
の
「
独
創
性
」
や
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

物
理
学
を

「
先
駆
的
」
に
導
入
し
た
実
績
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
（5
）。

大
島

語
学
分
野
に
お
い
て
も
、
長
年
に
わ
た
り
精
力
的
に
資
料
収
集
と
紹
介
が
行
わ

れ
て
き
た
官
）。

蓄
積
さ
れ
た
成
果
か
ら
、
特
に
品
詞
概
念
の
理
解
の
面
で
、

志
筑

忠
雄
が
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語

・
文
法
学
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（7
）。

残
る
地
理
誌

・
海
外
事
情
に
係
る
仕
事
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
「
鎖
国
」
と

い
う
言
葉
を
創
出
し
た
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
前
二
者
と
比
較
す
る

と
こ
の
分
野
の
研
究
史
が
薄
い
感
は
否
め
な
い
。

志
筑
に
は
、
様
々
な
蘭
書
や
漢
訳
地
理

・
地
誌
書
に
基
づ
い
て
知
り
え
た
事
柄

を
雑
多
に
収
録
し
た
「
万
国
管
閥
」
（

一
七
八
二
序
）
の
よ
う
な
著
作
が
確
認
で
き

わの

ろ

し

。

ら

い

れ

き

る
が
玉
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
｛9
）（一

七
九
五
成
）、
「
鎖
国
論
」

（一

八
O
一
成
）、

「二
国
会
盟
録
」
（

一
八
O
六
成
）

と
い

っ
た
、
ロ
シ
ア
の
南
下
を
意
識
し
て
編
ま

れ
た
極
め
て

〈政
治
的
〉
な
仕
事
も
あ
る

B
o

（開ロ
m
o
g
m三
回
ハ
思
ヨ
℃
『
ぬ
れ
H

S

H

’H
己。
）
著
書
か
ら
そ
の

日
本
の
対
外
関
係
に
係
る
論
文
を
訳
出
し
た
「
鎖
国
論
」
、
な
ら
び
に
二
十
巻
に
わ

た
る
プ
レ
ヴ
ォ

l
p
E
2
5
p
g
m
o
z
p雪
O
回
二
両
H
z
a－－
S吋
’

Haω
）
の
大
部

の
旅
行
記
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、
清
と
ロ
シ
ア
の
国
境
を
画
定
し
た
ネ
ル
チ
ン
ス
ク

（Z
R
n
z
g凹宵
）
条
約
締
結

（一

六
八
九
）
の
経
緯
に
係
る

一
節
を
訳
出
し
た
「
二

国
会
盟
録
」
に
つ
い
て
は
近
年
の
研
究
で
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
た
も
の
の

E
、

こ
の
、
つ
ふ
り
、
ケ
ン
ペ
ル
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上
記
三
部
作
の
端
緒
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
に
つ
い
て
は
、
ほ

ほ
手
付
か
ず
の
ま
ま
未
開
拓
の
領
域
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
先
行
研
究
の
多
く
に
重
大
な
方
法
論
的
問
題
が
所
在
す
る
こ
と
も
付

言
し
て
お
き
た
い
。
志
筑
忠
雄
研
究
に
お
い
て
は
写
本
著
作
が
主
た
る
対
象
と
な

る
以
上
、
そ
の
資
料
的
問
題
｜

転
写
に
よ
っ
て
記
述
が
絶
え
ず
原
本
か
ら
遠
ざ

か
り
、
各
写
本
で
構
成
や
記
述
が

二
疋
し
な
い
現
象
｜
は
避
け
ら
れ
ず
、
し
た

が
っ
て
、
或
る
著
作
を
論
じ
る
に
あ
た

っ
て
は
現
存
資
料
を
徹
底
的
に
収
集
分
析

し
た
上
で
、

善
本
を
選
出
し
た
り
、
校
訂
し
た
り
と
い

っ
た
作
業
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
従
来
は
か
か
る
問
題
に
自
覚
的
で
は

な
く
、
文
献
学
的
手
法
に
基
づ
い
て
こ
な
か
っ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
志
筑
忠
雄
の

〈政
治
的
〉
著
作
の
鴨
矢
と
見
ら

れ
る
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
を
中
心
的
題
材
と
し
て
、
蘭
書
原
典
と
そ
の
訳
出
箇
所

を
同
定
し
、
和
訳
時
の
改
変
を
明
ら
か
に
す
る
。
加
え
て
、

書
誌
学
的
方
法
に
よ

り
現
存
写
本
を
分
析
し
、
資
料
の
系
統
化
を
行
う
。

こ
の
仕
事
を
通
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
資
料
的
位
置
づ
け
を
定
め
、
ま
た
、

そ
こ
か
ら
垣
間
見
え
る
志
筑
忠
雄
の
姿
を
描
出
し
た
い
。

一
、
現
存
写
本
六
点
の
概
要

調
査
に
よ
り
各
地
に
六
点
の

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」
写
本
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
以
下
、
諸
本
の
書
誌
を
、
法
量
、
形
態
、
紙
数
、

書
体
、
外
題
、

内
題
、
志
筑
忠
雄
蹴
文
の
年
記
・
署
名

E
、
大
槻
玄
沢
蹴
文
の
年
記

・
署
名
、
蔵

書
印
記
、
貼
紙
、
備
考
の
順
に
記
載
し
た
。
そ
の
際
、
国
立
公
文
書
館
蔵
本
と
早

稲
田
大
学
蔵
本
で
は
別
作
品
の

一
部
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
収

め
た
作
品
の
題
名
を
内
題
と
し
、
冊
子
全
体
の
表
題
を
外
題
と
し
て
採
録
し
た
。

な
お
、
引
用
部
分
は
底
本
の
表
記
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
た
。
ま
た
、
現
所
蔵

機
関
の
蔵
書
印
は
採
録
せ
ず
、
配
列
は
所
蔵
機
関
名
の
五
十
音
順
と
し
た
。
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ー
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）

法
量
二

一七
・

二
×
一
八
・

一
糎

形
態
一

写
本、

一
冊

紙
数
一

一
八
丁

系
比
一

漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文

外
題
一
東
砂
葛
記

（題
襲
、

墨
書
〕

内
題
一
東
砂
葛
記

（志廿汎
）
蹴
文
の
年
記
・
署
名

一
発
亥
十
月

大
槻
蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
な
し

蔵
書
印
記
一
「
編
惰
地
志
備
用
典
籍
」

（朱
・
陽
）

一
「
秘
閣
園
書
之
章
」
（朱
・
陽
）

貼
紙

一
「
土
」
（
表
紙
、

墨
書
）

一
「原
O
三
百
六
十
二
面」

（表
紙
、
朱
書
、「
0
」
の
み
墨
書
）

備
考
一
題
護
に
書
さ
れ
た
外
題
に
続
い
て
、
表
紙
に
直
接
「
全
」
と
墨
書
打
付

さ
れ
て
い
る

一
前
野
良
沢
「
東
砂
葛
記
」

（一

七
九

一
成
）
の
一
部
と
し
て
所
収

（「羅

祭
亜
来
歴
叫酬刊リ
」
は

一一

丁
表
1
一
七
丁
裏
）

一
「
編
惰
地
志
備
用
典
籍
」
は
昌
平
坂
学
問
所
の
印

一
年
記
・
署
名
は
無
い
も
の
の
、

書
誌
6
と
同
じ
「
羅
祭
亜
来
歴
問削刊リ
」

に
対
す
る
古
賀
伺
庵
の
奥
書
あ
り

通
詞
志
筑
忠
次
郎
誇



一
「
秘
閤
園
書
之
章
」
は
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
、

若
し
く
は
明
治
新
収
本
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

2
、
洲
本
市
立
洲
本
図
書
館

法
量
二

＝一

・
二
×
一
ム
ハ
・
八
糎

形
態
一

写
本
、

一
冊

紙
数
一
九
丁

泉
比
一

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題

一
阿
羅
祭
亜
来
歴

（
朱
書
打
付
）

内
題

一
阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
縦
祭
間
以
ハ
梨
斯
可
比班
ナ
リ

志
筑
蹴
文
の
年
記

・
署
名

一
寛
政
七
卯
二
月
日

大
視
蹴
文
の
年
記

・
署
名

一
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
一
「
柴
氏
家
戴
図
書
」
（
朱

・
陽）

一
「柴
邦
彦
岡
書
後
蹄
阿
波
園
文
庫
別
競
子
江
戸
雀
林
荘
之
高
巻
楼
」

（朱

・
陽）

貼
紙
一
「
心
」
（
表
紙、

墨
書
）

備
考
一
蔵
書
印
者
は
、
寛
政
の
三
博
士
と
し
て
周
知
さ
れ
る
朱
子
学
者
柴
野
栗

山

（
一
七
三
六
1
一
八
O
七）

一
突
丑
は
寛
政
五
年
（

一
七
九
三
）

志
筑
忠
雄
課

3
、
静
嘉
堂
文
庫

法
量
二

一五

・
八
×
一
七

・
九
糎

形
態
一

写
本
、

一
冊

紙
数
一

三
七
丁

来
月
札
一

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題

一
一四
一繊
細
川
一
枇
（
題
筆
、
墨
書
）

内
題

一
魯
西
亜
志
附
録

志
筑
蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
寛
政
七
卯
二
月
日

大
槻
蹴
文
の
年
記

・
署
名

一
美
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
一
「
大
槻
文
庫
」
（
朱

・
陽）

一
「
梅
陰
書
屋
」
（
朱

・
陽）

志
筑
忠
雄
誇

貼
紙
一
な
し

備
考

一
吉
雄
幸
作
「
魯
使
北
京
紀
行
」
（
一

七
七
八
成
）
と
合
綴
（
「
魯
西
亜
志

附
録
」
は

一
丁
表
j
一
四
丁
裏
）

一
「大
槻
文
庫」

は、

仙
台
藩
校
養
賢
堂
で
学
頭
を
務
め
た
漢
学
者
大
槻
磐

渓
（

一
八
O
一
1
一
八
七
八
）
の
印

一
「
梅
陰
書
屋
」

は
、
朱
子
学
者
大
黒
梅
陰

（一

七
九
七

1
一
八
五

一）

の

印
。
ロ
シ
ア
漂
流
で
著
名
な
大
黒
屋
光
太
夫
（

一
七
五

一
1
一
八
二
八
）

の
息
子

一
内
題
の
後
、
改
行
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
羅
祭
亜
ハ
災
斯
帯
比
班
ナ
リ
」

と

あ
り

4
、
山
口
県
文
書
館
（
徳
山
毛
利
家
文
庫
）

法
量
二

一九

・

ox二
0
・
五
糎

形
態
一
写
本
、

一
冊

事情比

一
一
四
丁

書
体

一
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題

一
魯
西
亜
志
附
録

（
墨
書
打
付
）
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内
題
一
魯
西
亜
志
附
録

志
筑
蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
寛
政
七
卯
二
月
日

大
槻
蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記

一
な
し

貼
紙
一
な
し

備
考
一
明
ら
か
に
近
代
以
降
に
後
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
表
紙
、
裏
表
紙
な

ら
び
に
遊
紙
二
枚
は
除
い
て
書
誌
を
記
し
た

一
内
題
の
後
、
改
行
し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
緩
祭
盟
ハ
モ
ス
コ
ヒ
ヤ
ナ
リ
」
と

志
筑
忠
雄
課

あ
り

5
、
横
浜
市
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
鮎
津
文
庫
）

法
量
二

一五

・
四
×
一
八

・
二
糎

形
態

一
写
本
、

一
冊

紙
数
一
六
丁

来
月
い

一
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

外
題
一
魯
西
亜
志
附
録

（
墨
書
打
付
）

内
題

一
魯
西
亜
附
録

志
筑
蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
寛
政
七
卯
二
月
日
志
筑
忠
雄
語

大
槻
蹴
文
の
年
記
・
署
名
一
発
丑
十
月
録

蔵
書
印
記
一
「
鮎
津
信
太
郎
裁
書
」
（
朱
・
陽
）

貼
紙
一
な
し

備
考
一
蔵
書
印
者
は
、
横
浜
市
立
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
地
理
学
者
鮎
津
信

太
郎
（

一
九
O
八
1
一
九
六
四
）

一
内
題
の
後
、
改
行
し
て

「阿
羅
祭
亜
来
歴
阿
叫
繁
栄
孤
ハ
モ
ス
コ
ヒ
ヤ
ナ
リ
」

と

あ
り
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6
、
早
稲
田
大
学
図
書
館

法
量
二

一0
・
0
×
二
一

・
七
糎

形
態
一
写
本
、

一
冊

紙
数
一
八
八
丁

率
九

一
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文

外
題
一
俄
羅
斯
紀
聞

（
墨
書
打
付
）

内
題
一
束
砂
葛
記

（志廿汎）

蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
奨
亥
十
月

大
槻
蹴
文
の
年
記

・
署
名
一
な
し

蔵
書
印
記
一
「
川
田
氏
戴
書
」
（
朱

・
陰）

貼
紙
一
な
し

備
考
一
本
書
は
古
賀
伺
庵
「
俄
羅
斯
紀
聞
」
第

一
集
第
九
冊

一
本
冊
に
は
「
泰
西
岡
説
」
巻
之
十
二
、
「
漂
流
紀
事」
、「
幸
大
夫
口
語
筆

［底
ぷ
マ
マ
］

受
被
」
、
「
北
桂
署
間
」
、
「
東
砂
葛
記
」
、
「
加
模
西
葛
杜
加
園
風
説
考
」

の
六
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
東
砂
葛
記
」
の
一
部
と

し
て
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
に
相
当
す
る
部
分
が
確
認
で
き
る

（
「
羅
祭
亜

来
歴
肌一問
リ
」
は
六
六
丁
裏
j
七
二
丁
表
）

一
「
東
砂
葛
記
」
に
は
、

「
羅
祭
亜
来
歴
一
蹴
刊
リ
」

に
対
す
る
古
賀
伺
庵
の
奥

昔
と
そ
の
年
記
・
署
名
「
文
化
壬
申
冬
十

一
月
冬
至
寓
完

伺
庵
支
離

通
詞
志
筑
忠
次
郎
諜

子
識
」
あ
り

一
「
俄
羅
斯
紀
聞
」
第
一
集
第
九
冊
に
は
「
泰
西
国
説
」
巻
之
十
二
、
「
漂

［山町本
マ
ヱ

流
紀
事」
、「
幸
大
夫
口
語
筆
受
被
」
、
「
北
桂
署
間
」
、
「東
砂
葛
記
」
、

「加



模
西
葛
杜
加
園
風
説
考
」
の
六
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

の

「東
砂
葛
記
」
の
一
部
と
し
て

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」
に
相
当
す
る
部

分
が
確
認
で
き
る

（「
羅
祭
亜
来
歴
一
端
刊
し

は
六
六
丁
裏

1
七
二
丁
表
）

一
蔵
書
印
者
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
漢
学
者
川
田
聾
江

（剛
）

そ
の
中

六
点
の
書
誌
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
た
が
、
静
嘉
堂
本
の
よ
う
に
他
資

料
と
合
綴
し
た
も
の
、
若
し
く
は
国
立
公
文
書
館
本
や
早
大
本
の
よ
う
に
他
資
料

の

一
部
と
な

っ
て
い
る
形
態
も
確
認
で
き
た
。
な
お
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
確
認
で
き
る
機
川
文
庫
旧
蔵
「
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
来
歴
」

は
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

と
同
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
災
に
よ
り
亡
失
し
た
。

ま
た
、

資
料
題
名
に
は
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
、
「
羅
祭
亜
来
歴
」
、「
魯
西
亜
志
附

録
」
、
「
魯
西
亜
附
録
」
と
の
四
種
が
認
め
ら
れ
、
加
え
て
、
志
筑
忠
雄
蹴
文
と
そ

の
年
記

・
署
名
「
党
政
七
卯
二
月
日
志
筑
忠
雄
諦
」
な
ら
び
に
大
槻
玄
沢
蹴
文

と
そ
の
年
記
「
突
丑
十
月
録
」
を
両
有
す
る
資
料
系
統
と、

一
つ
の
蹴
文
と
そ
の

年
記

・
署
名
「
奨
亥
十
月
通
調
志
筑
忠
次
郎
諜
」

し
か
持
た
な
い
系
統
が
存
在

す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

以
上
、

一
一
、
「
阿
羅
祭
重
来
歴
」
の
典
拠
と
訳
出
時
の
改
変

こ
れ
ま
で
に

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」

は、

五
巻
か
ら
成
る
二
つ
折
判

（宣
5
）
フ
ア

レ
ン
テ
イ
ン

『新
旧
東
イ
ン
ド
誌
」
（司

E
2
3
5
Zロ守口
［
E
m
o－－吋勾
］一O
H
A
S

5
S
8
0。
的
と
芯

S
き・、
HaoUO円
骨
宮
町
円
一
切
日
ょ
。
白
ロ
ロ
何
回
〈
白
ロ
切
門
白
血
ヨ
一
叶
巾
〉
ヨ

2
R
E
B一

切】
刊
のめ
E
E
o
E
O円
内
庁
ピ

E

g
－－寸
N
品’
N
。
・
）
の
一
部
を
抄
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、

正
確
な
訳
出
箇
所
は
示
さ
れ
て
こ
な
か

っ

ト～
（日
）。

さ
て
、
典
拠
の
同
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
底
本
と
す
る
善
本
の
選
出
、
若
し

く
は
諸
本
の
校
訂
版
の
作
成
が
必
要
と
な
る
。
ま
ず
、
蘭
書
原
典
に
つ
い
て
は
、

翻
訳
時
の
志
筑
手
沢
本
は
不
明
な
が
ら

B
、
十
八
世
紀
中
に

『新
旧
東
イ
ン
ド

誌
』
の
重
版
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
初
版
を
用
い
て
訳
出
し
た
も
の
と
見

て
よ
い
日
｝。

次
に
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
諸
写
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
文

の
文
章
や
文
脈
は
基
本
的
に

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が

っ
て
ど

の
本
を
用
い
て
も
特
段
の
差
し
支
え
は
な
い
が
、
諸
本
を
詳
細
に
検
討
し
た
結

果
、
洲
本
市
立
洲
本
図
書
館
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
を
用

い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た

（理
由
に
つ
い
て
は
第
三
章
を
参
照
）
。

『新
旧
東
イ
ン
ド
誌
』
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
志
筑
忠
雄
が
訳
出
し
た
箇
所
は、

第

一
巻
の
第
二
編
第
三
寧
（
叶者
2
a
o
∞oor・0
2母
国
o
o
E
2呉
）
の
う
ち
の
、

一

一
三
頁
の
左
段
下
方
、
欄
外
注

（ヨ
向
性
E
E）
に
「
北
方
に
東
イ
ン
ド
へ
の
新
し
い

道
が
、
陸
路
で
発
見
さ
れ
る
」
（
開
g
2
2者
昂
巧

a
E向
。
0
2
5＆
E
g
J
Z
o
o
E巾
F

R
E
E－O
ロ
庄
内
r
F
）
と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
一
一
五
頁
の
冒
頭
ま
で
、

計
十
八
に

わ
た
る
段
落
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
該
当
部
分
は、

一
五
九
六
ま
た
は
九
七

年
か
ら

一
七
二
二
年
に
か
け
て
、

年
次
を
追
っ

て
ロ
シ
ア
が
東
方
に
進
出
し
た
来

歴
を
描
い
た
く
だ
り
で
あ
り
、
途
中
、
シ
ベ

リ
ア
を
併
有
し
た
経
緯
や
、

ロ
シ
ア

と
清
朝
が
国
境
を
画
定
し
た
こ
と
で
周
知
さ
れ
る
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
で
の
会
談
の
経

過
も
記
さ
れ
て
い
る
。

志
筑
は
注
を
付
し
な
が
ら
原
文
に
即
し
て
丁
寧
に
訳
し
て
い
る
も
の
の
、
時
折

要
約
し
て
い
る
部
分
や
、
意
図
的
な
脱
落
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ロ

シ
ア
皇
帝

テ
オ
ド
l
ル
が
没
し
た

一
節
で
は
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
で
は
原
文
に
見
ら
れ
る
正
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確
な
日
付
は
落
ち
て
い
る

B
。
ま
た
、
中
国
人
と
ロ
シ
ア
人
が
領
土
を
め
ぐ
っ
て

ぶ
つ
か
る
一
節
で
は
、
原
文
で
は
皇
帝
イ
ワ
ン
と
ピ
ョ

l
ト
ル
の
名
前
も
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が

E
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
で
は
内
容
を
要
約
し
た
上
で
、
単
に
「
莫

斯
未
亜
人
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
本
文
の
終
結
部
分
の
、

皇
帝
ピ
ョ

1
ト
ル
が
ペ
ル
シ
ャ
に
遠
征
し
な

が
ら
も
清
に
も
目
配
り
し
て
遺
使
を
送
っ
た
く
だ
り
で
は
、
正
確
な
日
付
（

一
七

二
二
年
二
月
二
五
日
）
は
や
は
り
脱
落
し
て
い
る
も
の
の

B
、
一
方
で
志
筑
は
前

に
避
け
た
ピ
ョ

l
ト
ル
の
名
前
を
訳
出
し
て
い
る

B
。
原
文
に
は
様
々
な
ロ
シ
ア

皇
帝
の
名
前
が
何
度
も
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
志
筑
は
文
脈
に
特
に
必

要
無
い
と
判
断
し
た
場
合
に
訳
出
を
避
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
か
る

一
連
の
営
為
か
ら
、
志
筑
忠
雄
が
詳
細
な
日
付
に
ま

で
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
文
脈
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
皇
帝
名
の
訳
出
を
意
図

的
に
行
わ
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

志
筑
の
改
変
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
記
述

を
回
避
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
ま
ず
、

一
六
八
九
年
七
月
＝二

日
に
ネ
ル
チ

ン
ス
ク
（初
｝
で
行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
と
清
の
会
談
を
め
ぐ
る
く
だ
り
で
は
、
円
四
巾
見

守
N
Z
R
g
（こ
れ
ら
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
）
と
い
う
語
を
含
ん
だ
従
属
節
の
訳
が

脱
落
し
て
い
る
訂
）。

そ
の
直
後
に
続
い
て
出
て
く
る
U
m
〈
担
任
日
』O
N
E

－5ロ
（イ
エ

ズ
ス
会
神
父
た
ち
）
に
つ
い
て
は
、
「
通
事
二
人
2
）」

と
原
文
か
ら
離
れ
た
内
容

に
改
変
さ
れ
て
い
る
さ。

志
筑
は
、
後
年
著
す
「
鎖
国
論
」
（
一
八

O
一
成
）
で
も
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
記

述
に
対
し
、
そ
の
色
を
薄
め
る
仕
掛
け
を
施
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
加
え

て

「
鎖
国
論
」

の
本
文
や
志
筑
注
に
は
、
時
折
自
身
の
価
値
基
準

（
植
民
地
活
動

や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
反
感
・
嫌
悪
）
か
ら
発
せ
ら
れ
た
改
変
や
発
言
が
認
め

ら
れ
る
も
の
の
き
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
（

一
七
九
五
成
）
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の
段
階
で
は
か
か
る
営

為
は
確
認
で
き
な
い
。

三
、
書
誌
系
統
の
分
類
と
原
題

第
一
章
で
見
て
き
た
六
点
の
書
誌
は
、
資
料
形
態
、
題
名
、
構
成
、
注
、
蹴
文
、

奥
書
等
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
異
同
が
確
認
で
き
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
を
手
掛
か

り
と
し
な
が
ら
写
本
六
点
の
系
統
を
分
析
し
、
そ
の
後
題
名
の
問
題
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

（
一
）
志
筑
忠
雄
お
よ
び
大
槻
玄
沢
の
二
政
文
を
有
す
る
系
統

こ
の
系
統
に
属
す
る
写
本
は
、
洲
本
図
書
館
蔵
本
（
書
誌
2
）、
静
嘉
堂
文
庫
蔵

本
（
書
誌
3
）
、
山
口
県
文
書
館
蔵
本
（
書
誌
4
）
、
横
浜
市
立
大
学
蔵
本
（
書
誌

5
）
の
四
点
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
文

（外
国
の
固
有
名
調
の
み
カ
タ
カ
ナ
）
で
表

記
さ
れ
、

①
本
文
、

②
志
筑
忠
雄
蹴
文
、

③
志
筑
蹴
文
の
年
記

・
署
名
（
「
寛
政
七

卯
［

一
七
九
五
］

二
月
日
志
筑
忠
雄
誇
」
）
、

④
大
槻
玄
沢
蹴
文
、

⑤
大
槻
蹴
文

の
年
記
・
署
名

（
「
突
丑
［
一

七
九
三
］
十
月
録
」
）
の
順
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
四
点
の
写
本
は
、
寛
政
七
年

（一

七
九
五
）
志
筑
忠
雄
の
訳
出
写
本
に
遡
る

資
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
系
統
に
お
け
る
諸
本
の
異
同
は
、
ま
ず
、
題
名
に
認
め
ら
れ
る
。
洲
本
本
は

「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
（
外
題

・
内
題
）、
静
嘉
堂
本
な
ら
び
に
山
口
県
文
書
館
本
は

「
魯
西
亜
志
附
録
」

（外
題
・
内
題
）、
検
市
大
本
で
は
外
題
が

「
魯
西
亜
志
附
録
」
、

内
題
が
「
魯
西
亜
附
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
魯
西
亜

（志）

附
録
」



と
題
さ
れ
た
三
点
の
写
本
は
、

記
さ
れ
、
本
文
が
始
ま
る
。

い
ず
れ
も
内
題
の
直
後
に
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
と

表

各写本の題名

6 5 4 3 2 1 

早大 機市大
はl
静嘉
洲 国

口 本本
立
t誌番号!l' 本

露

品,>U主． A，昌、弘’ 
本 本

館文本

祭緩 西魯 魯西 魯西
阿 緩祭 ！大j
経祭亜 ll~ 亜 斑 亜 題

歴来
志 志 志 来

舎誌：附 附 附
E来¥!: 
歴

録 主義 j~主 1 

6 

作”l内口ま口
の の

部とI 制とI お
け

し し る
て て

題名
所収 所収

［ な 魯 魯西
魯 阿 ［ な

し
西 西

且祭書司量Z，己ー
し

亜 直 亜
外題志 志 室、

日H 1甘 町f歴来
録 録 録

次
に
、
資
料
形
態
の
点
で
大
き
く
異
な
る
の
は
静
嘉
堂
本
で
あ
る
。
唯

一
、
阿

蘭
陀
通
調
吉
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
1
一
八
O
O）
の
著
述
「
魯
使
北
京
紀
行
」
と

合
綴
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

書
式
に
も
大
き
な
異
同
が
確
認
で
き
る
。
洲
本
本
で
は
割
注
に
な
っ
て

い
る
記
述
が
、
そ
の
他
三
点
の
資
料
で
は

一
字
程
度
字
頭
を
落
と
し
た
形
で
本
文

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
述
第
二
節
で
扱
う

一
蹴
文
系
統
で
は
、
洲
本

本
と
同
様
に
割
注
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
本
系
統
に
属
す
る
各
写
本
の

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
か
ら
の
距
離

を
測
定
す
る
た
め
、
外
国
の
固
有
名
詞
に
対
す
る
表
記
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、

洲
本
本
の
志
筑
忠
雄
蹴
文
で
は
、
原
著
者
名

pgmO窃
S
Zロ
守
口
を
「
フ
ラ
ン
ソ

イ
ス
ハ
レ
ン
テ
イ
ン
が
」
と
正
確
な
読
み
を
表
記
で
き
て
い
る
。
一

方
で
、
徳
山

藩
旧
蔵
の
山
口
県
文
書
館
本
で
は
「
フ
ラ
ン
ソ
イ
ス
ハ
レ
ン
テ
イ
ン
列
列
き
」
と

あ
り
、
ま
た
、
朱
子
学
者
大
黒
梅
陰

（一

七
九
七
i
一
八
五

こ

や
漢
学
者
大
槻

磐
渓
（
一
八

O
一
1
一
八
七
八
）
が
旧
蔵
し
て
い
た
静
嘉
堂
本
で
は
「
フ
ラ
ン
ソ

イ
ス
ハ
レ
ン
テ
イ
ン
グ
が
」
と
下
線
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
誤
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

山
口
県
文
書
館
本
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
呼
び
方
に
つ
い
て
、

他
写
本
で
は
「
リ
ユ
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が

「
リ
ユ
ル
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
大
槻
玄
沢
蹴
文
で
、
ロ
シ
ア
の
地
誌
は
「
「
ヒ
プ
子
ル
」
ガ
地
誌
「
ゼ

ヲ
ガ
ラ
ヒ
イ
」
ニ
詳
な
り
」

（洲
本
本
）
と
言
及
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
「ヒ

ブ
子
ル
」
と
は
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
』
o
Eロ
ロ
出
c
g
R
（
5
8
aロ
臼
）
の
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
正
確
な
読
み
を
反
映
で
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
地
理
学
者
鮎
津
信
太

郎

（一

九
O
八
1
一
九
六
四
）
が
所
有
し
て
い
た
横
市
大
本
で
は
「
ヒ
プ
子
ル
レ

l
l

［雌
年
マ
マ
］

ガ
地
誌
「
せ
ヲ
カ
ラ
ヒ
イ
に
詳
な
り
」
と
、
固
有
名
調
に
付
さ
れ
た
鈎
括
弧
が
取

れ
る
ば
か
り
か
、
原
著
者
名
も
誤
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
文
章
の
異
同
も
確
認
で
き
る
。
一

例
を
挙
げ
る
と
、
「
阿
羅
祭
亜
来

歴
」
冒
頭
部
分
の
シ
ベ
リ
ア
の
猟
師
と
ロ
シ
ア
商
人
の
交
易
の
様
子
を
描
い
た
く

だ
り
で
、
洲
本
本
や
後
述
第
二
節
で
扱
う

一
蹴
文
系
統
で
は
、
商
人
が
紹

（自民・

芯円
）
の
皮
に
魅
力
を
感
じ
た
理
由
に
つ
い
て
「
其
美
な
る
を
見
て
」
と
、
原
文
に

即
し
た
訳
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
静
嘉
堂
本
、
山
口
県
文
書
館
本
、
な
ら
び
に
横

市
大
本
で
は

「其
皮
の
珍
ら
し
く
美
な
る
事
を
見
て
」
と
、
文
意
を
損
な
わ
な
い

範
囲
で
は
あ
る
が
、
原
文
に
不
在
の
記
述
が
加
筆
さ
れ
文
章
が
冗
長
に
な
っ
て
い

る
蕊｝
。
静
嘉
堂
本
、
山
口
県
文
書
館
本
、
な
ら
び
に
横
市
大
本
で
は
、
こ
れ
と
同

様
の
増
補
が
本
文
を
通
し
て
至
る
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
増
補
文
は
三
写
本
で

一
致

す
る
。
さ
ら
に
、
洲
本
本
の
本
文
末
尾
近
く
の
文
章
で
「
商
買
ハ
水
路

【水
路
ハ
支
那

【
山
院
本
マ
マ

｝

の
西
遁
よ
り
北
馬
海
に
流
れ
下
る
也
｝
の
志
あ
る
に
よ
り
て
き
」

と
あ
り
、
第
二

節
で
扱
う

一
蹴
文
系
統
で
も
こ
の
部
分
の
脱
落
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
山
口
県
文

書
館
本
で
は
「
商
四
日
水
路
ハ
支
那
の
西
遁
よ
り
北
高
海
に
流
れ
下
る
也
回
目
の
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志
あ
る
に
よ
り
て
」
と

一
部
脱
落
し
て
い
る
。
静
嘉
堂
本
お
よ
び
横
市
大
本
に
も

全
く
同
じ
脱
落
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
洲
本
本
を
除
く
三
写
本
は
、

訳
文
に
増
補
を
有
し
、
か
っ
こ
の
部
分
の
脱
落
を
有
し
た
系
統
の
底
本
を
も
と
に

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
内
題
も
し
く
は
内
題
の
次
行
に
記
さ
れ
た

「阿
羅
祭
亜
来
歴
」
の
下
に

は
注
が
あ
り
、
洲
本
本
な
ら
び
に
静
嘉
堂
本
で
は
「
【阿
羅
祭
亜
ハ
莫
斯
寄
比
亜
ナ

リ
】」
と
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
節
で
扱
う

一
蹴
文
系
統
で
も
同
様
で
あ
る
。
一

方、

山
口
県
文
書
館
本
お
よ
び
横
市
大
本
で
は
「
｛阿
経
祭
亜
ハ
モ
ス
コ
ヒ
ヤ
ナ
リ
】」

と
後
半
が
カ
タ
カ
ナ
に
聞
か
れ
、
両
資
料
の
距
離
の
近
さ
が
確
認
で
き
る
。
中
で

も
横
市
大
本
は
、

「千
七
百
十
九
年

【康
照
五
十
八
年
】
春
月

一
人
の
武
将
を
遣

し」

（洲
本
本
）
と
い
う
文
章
を
唯

一
脱
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
点
の
中
で
最

も
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
か
ら
距
離
が
遠
い
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
洲
本
本
が
最
も
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
に
距
離
が
近
い
資
料
と

判
断
で
き
る
が
、
洲
本
本
の
伝
来
は
そ
の
こ
と
を
さ
ら
に
裏
付
け
て
い
る
。
洲
本

本
に
認
め
ら
れ
る
二
種
の
印
記
「
柴
氏
家
裁
図
書」
、
「柴
邦
彦
固
書
後
蹄
阿
波
閤

文
庫
別
撤
子
江
戸
雀
林
荘
之
高
巻
楼
」
は
、
老
中
松
平
定
信
（

一
七
五
八
1
一
八

二
九
）
が
登
用
し
た
こ
と
で
周
知
さ
れ
る
朱
子
学
者
柴
野
栗
山

（一

七
三
六
1
一

八
O
七
）
の
印
形
で
あ
る
。
栗
山
は
幕
府
の
外
交
政
策
に
も
参
与
し
て
お
り
、
文

化
元
年
（

一
八
O
四
）
に
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ

（ZFro－包
】

M
2
5
i
n
z
m
m
N
S
O
J山

口
宏
ム
∞
O
吋
）
が
通
商
を
求
め
て
来
航
し
た
際
、
対
応
方
針
に
つ
い
て
幕
府
か
ら
諮

問
を
受
け
た
大
学
頭
林
述
斎

（一

七
六
八
1
一
八
四

こ

は
、
栗
山
と
連
名
で
回

答
（
上
書
）

を
作
成

・
提
出
し
て
い
る
弱）。

か
か
る
栗
山
が
旧
蔵
し
た
洲
本
本
は
、

そ
の
没
年
を
踏
ま
え
る
と
、

一
八
O
七
年
以
前
に
転
写
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

「柴邦彦圃書後婦阿
波国文庫別蔵子江戸
雀林荘之高巻棲J印

図3
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洲本市立洲本図書館本の内題図1

「柴氏家蔵圃
書J印

洲
本
本
に
も
誤
り

は
見
ら
れ
、
先
に
挙
げ
た
引
用

文
に
登
場
し
た

「北
馬
海
」
と

は

「北
高
海
お
こ

の
こ
と
で
、

「馬」

と

「高」

の
草
蓄
が
似
て

い
る
こ
と
か
ら
誤
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る

g。

－－av
－－
J

、

宇
J
争
J
I
L

図2

そ
の
他
、

一
六
八
八
年
と
い

う
記
述
に
対
し
、
制
注
で
「
｛清

康
無
二
十
五
年
】」
（
正
し
く
は

二
七
年
）
と
い
う
誤
っ
た
情
報

を
付
し
て
い
る
訂
）。

ま
た
、
人



物
で
「
ソ
イ
サ
ン
公
安
）」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
ソ
イ
サ
ン
ハ
ム
」
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、

『新
旧
東
イ
ン
ド
誌
」
原
本
を
読
ん
だ
人
物
な
ら
ば
あ
り
え
な

い
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
洲
本
本
は
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
か
ら
や
や
遠
ざ
か
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
に
最
も
近
い
写
本
は
洲
本
本

で
、
次
に
静
嘉
堂
本
、
そ
し
て
山
口
県
文
書
館
本
、
横
市
大
本
の
順
に
原
本
と
の

距
離
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
政
文
の
み
有
す
る
系
統

こ
の
系
統
に
属
す
る
写
本
は
、
早
稲
田
大
学
蔵
本
（
書
誌
6
）
と
国
立
公
文
書

館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
き

（
書
誌
1
）
の
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
、

早
大
本
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
昌
平
坂
学
問
所
で
教
鞭
を
執
っ
た
こ
と
で

周
知
さ
れ
、
海
防
問
題
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
儒
学
者
古
賀
伺
庵
（

一
七
八

八
1
一
八
四
七
）
が
編
集
し
た
大
部
の
シ
リ
ー
ズ
「
俄
羅
斯
紀
間
」
第

一
集
（
一

八
O
九
1
一
八

一三
成
）
の
第
九
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
編
は
伺
庵
の
自
筆

写
本
で
あ
り
、
東
北
ア
ジ
ア
で
唯

一
の
脅
威
と
認
識
し
て
い
た
ロ
シ
ア
関
係
の
歴

史
地
理
書
の
抜
書
を
、
伺
庵
が
収
集
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
蕊）。

奥
書
の
年
記
・

署
名
「
文
化
壬
申
冬
十

一
月
冬
至
寓
完
伺
庵
支
離
子
識
」
か
ら
、
当
該
部
分
が

写
さ
れ
た
の
は
、

一
八

一二
年

一一

月
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

国
立
公
文
書
館
本
も
含
め
て
本
系
統
の
特
徴
的
な
点
と
し
て
は
、
第

一
に
、
両

者
と
も
に
「
阿
」
が
脱
落
し
て
「
雑
祭
亜
来
歴
」
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
「
羅
祭
亜
来
歴
」
が
「
東
砂
葛
記
」
と
い
う
作
品
を
構
成
す
る

一
部
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
東
砂
葛
記
」
は
蘭
学
者
室

前
野

良
沢
（

一
七
二
三

1
一
八
O
三）

の
著
述
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
（阿
）
羅
祭
亜
来

（ 

一一、、，，

歴
」
が
所
収
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
作
品
で
は
な
い
お
）。

第
三
に
、
表
記
が
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
で
あ
る
こ
と
。

第
四
に
、
本
文
で
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
で
画
定
さ
れ
た
境
界
を
、
北
京
の
西

北
に
当
た
る
北
緯
四
八
度

（一

説
に
は
五
五
度
）
の
地
で
あ
る
と
述
べ
た
箇
所
に
、

里
程
と
緯
度
の
関
係
を
綴
密
に
計
算
し
て
四
八
度
が
正
し
い
と
す
る
長
文
の
注
が

付
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
論
じ
た
二
蹴
文
系
統
に
は
不
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
注
は
「
阿
縫
祭
亜
来
歴
」
原
本
に
は
無
く
、
後
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

第
五
に
、
前
節
で
論
じ
た
二
蹴
文
系
統
と
比
較
す
る
と
、
構
成
上
の
大
き
な
異

同
が
見
ら
れ
る
。
他
系
統
写
本
の
基
本
的
な
構
成
は
、

①
本
文
、

②
志
筑
忠
雄
蹴

文、

③
蹴
文
の
年
記

・
署
名
（
「
寛
政
七
卯
二
月
日
志
筑
忠
雄
誇
」
）
、

④
大
槻
玄

沢
肱
文
、

⑤
蹴
文
の
年
記

（「
奨
丑
十
月
録
」
）
で
あ
る
が
、
本
系
統
で
は
①
本
文
、

②
志
筑
・
大
槻
圧
縮
蹴
文
、

③
蹴
文
の
年
記

・
署
名
（
「
発
亥
十
月
通
詞
志
筑
忠

次
郎
諜
」）
、
④

「
下
原
氏
」
で
始
ま
る
古
賀
桐
庵
奥
書
、
（⑤
奥
書
の
年
記

・
署

名
、
早
大
本
の
み
）
と
な
っ
て
い
る
。

二
蹴
文
系
統
で
は
、
本
文
末
尾
に
志
筑
忠
雄
に
よ
る
蹴
文
と
そ
の
年
記

・
署
名

が
確
認
で
き
、
そ
の
後
「
茂
質
按
る
に
」
で
始
ま
る
蘭
学
者
大
槻
玄
沢
（

一
七
五

七
j

一
八
二
七
）
の
蹴
文
と
そ
の
年
記
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
系
統
で
は
そ
れ

ら
を

一
つ
に
改
訂
圧
縮
し
た
肱
文
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
年
記
・
署
名
も

一
つ
に
な

り
、
そ
の
年
次
も
「
奨
亥
［

一
八
O
三
］
十
月
通
調
志
筑
忠
次
郎
課
」
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
通
詞
と
し
て
の
志
筑
忠
雄
の
経
歴
を
検
討
す
る
と
、
少
な
く
と
も
天
明

二
年

（一

七
八
二
）
ま
で
稽
古
通
詞
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
を
、
最
長
で
も
天
明
六
年

（一

七
八
六
）
五
月
ま
で
の
可
能
性
が
あ
る
き。

つ

ま
り
、

一
八
O
三
年
の
時
点
で
志
筑
忠
雄
は

「
通
調
」
で
は
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
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こ
の
年
記
・
署
名
は
志
筑
で
は
な
い
他
者
に
よ
る
後
付
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
よ
っ
て
年
記
の
信
想
性
も
疑
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

二
つ
の
蹴
文
が

存
在
し
て
い
る
系
統
と
、
そ
れ
を
一
つ
に
圧
縮
し
て
い
る
系
統
の
位
置
関
係
を
検

討
す
る
と
、
前
者
が
よ
り
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
無
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

第
六
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
系
統
の
み
有
す
る
「
下
原
氏
」
で
始
ま
る
伺

庵
の
奥
書
が
あ
る
。
以
下
、

早
大
本
か
ら
引
用
す
る
。

下
原
氏
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
魯
西
亜
ノ
本
圃
ノ
濫
脇
ノ
来
歴
ノ
ヨ
ウ
ニ
聞
ユ
ル
ナ

レ
ト
モ
［
、
］
本
編
ノ
醗
誇
ス
ル
所
ハ
慶
長
三
年
以
来
能
組
ノ
シ
ヘ
リ
ア
東

方
ノ
地
方
ヲ
侵
掠
セ
シ
来
歴
ナ
リ
き

こ
こ
に
登
場
す
る
「
下
原
氏
」
と
は
誰
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、
他
系
統

の
大
槻
玄
沢
蹴
文
の
冒
頭
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
解
答
が
得
ら
れ
る
。

シ

ベ

リ

山

本

茂
質
按
ニ
此
題
名
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
歴
ナ
ド
、
改
へ
し
［
、
］
原
名
ノ

如
な
れ
ハ
魯
西
亜
本
地
の
濫
腸
来
歴
の
様
に
聞
ゆ
る
也

B

つ
ま
り
、
も
と
も
と
「
［
：
・
］
し
原
名
の
こ
と
く
な
れ
ハ
」
と
あ
っ
た
文
言
を
転
写

す
る
際
、
「
下
原
氏
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
」
と
誤
写
し
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
他
系
統
が

「
下
原
氏
」
を
「
原
名
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
蹴
文
の
内
容
か
ら

言
っ
て
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
国
立
公
文
書
館
本
で
あ
る
が
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
「
東
砂
葛
記
」
の

一
部
に
な
っ
て
い
る
点
、
「
阿
」
が
脱
落
し
て
「
羅
祭
亜
来
歴
」
と
題
さ
れ
て
い
る

点
、
或
い
は
漢
字
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
早
大
本

と

一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
政
文
や
そ
の
年
記
・
署
名
な
ど
の
構
成
と
文
言
、

本
文
中
の
表
現
、
誤
字
脱
字
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
早
大
本
と
重
な
る
。
問
題
は
、
ど

ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
の
か
で
あ
る
。

早
大
本
で
は
朱
で
圏
点
や
注
が
付
さ
れ
て
い
た
り
、
外
国
の
固
有
名
詞
に
朱
線

が
引
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
国
立
公
文
書
館
本
に
は
こ
れ
ら
は
見
ら
れ
ず
、
さ

ら
に
伺
庵
奥
書
の
年
記

・
署
名
も
不
在
で
あ
る
。
ま
た
、
粗
雑
に
記
さ
れ
た
伺
庵

自
筆
本
と
異
な
り
、
国
立
公
文
書
館
本
は
清
書
さ
れ
、
要
所
で
改
丁
も
さ
れ
て
い

る
。

42 

と
こ
ろ
で
、

「編
惰
地
志
備
用
典
籍
」
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
立

公
文
書
館
本
は
、
幕
府
が
全
国
的
な
地
誌
編
集
を
行
う
た
め
、
文
化
七
年

（一

八

一
O
）
に
昌
平
坂
学
問
所
の
中
に
史
局
を
設
け
て
収
集
し
た
資
料
の

一
つ
で
あ
っ

た
可
能
性
が
浮
上
し
た

g。
そ
こ
で
、
文
政
六
年
（
一

八
二
三
）

序
を
有
す
る

「
編
修
地
志
備
用
典
籍
解
題
」
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
「
東
砂
葛
記
」
に
つ

い
て
の
言
及
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
次
に
羅
祭
亜
の
来
歴
を
記
せ
し
も
の
あ
り
、
此
記
は
和
蘭
人
フ
ラ
ン
ソ

［底
本
マ
マ
］

イ
ス
ハ
レ
ン
ラ
イ
ン
と
い
へ
る
も
の
著
す
所
の
印
度
志
の
う
ち
、
粗
記
せ
し

を
抜
取
て
訳
を
施
す
も
の
に
し
て
、
魯
西
亜
志
と
照
し
み
る
へ
し
、
末
に
、

印
度
志
は
享
保
九
年
に
成
就
せ
り
と
記
し
、
大
槻
玄
沢
兄
追
趣
と
あ
り
、
ま

た
巻
最
尾
に
突
亥
十
月
通
詞
志
筑
忠
次
郎
訳
と
し
る
し
、
其
文
に
、
下
原
氏

の
如
く
な
れ
は
、
魯
西
亜
本
国
濫
暢
の
来
歴
の
や
う
に
聞
ゆ
れ
と
も
、
本
編

の
翻
訳
す
る
所
は
慶
長
三
年
以
来
鍵
担
の
シ
ベ
リ
ア
東
方
の
地
方
を
侵
掠
せ

し
来
歴
な
り
と
い
へ
り
喜

年
記

・
署
名
の
文
言
や
、
「
下
原
氏
の
如
く
な
れ
は
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
、
こ
の

解
題
が
指
し
示
す
典
籍
が
国
立
公
文
書
館
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま

た
、
「
編
怖
地
志
備
用
典
籍
解
題
」
の
九
例
に
は

「此
編
は
文
化
年
中
収
入
の
書
に

か
き
り
て
、
そ
の
後
収
入
せ
し
も
の
あ
る
も
、
み
な
続
編
に
譲
れ
り
お
）」
と
あ
り
、

つ
ま
り
こ
の
写
本
は
、
幕
府
の
地
誌
編
纂
の
た
め
に
少
な
く
と
も

一
八

一
O
年
以



一
八

一
八
年
以
前
に
写
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
た
。

伺
庵
自
筆
本
は

一
八

一一一
年
に
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
成
立
年
次
の
み
で
は
国
立

公
文
書
館
本
と
の
前
後
関
係
を
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
だ
、
こ
こ
ま

で
に
言
及
し
た
伺
庵
「
俄
羅
斯
紀
間
」
や

「編
惰
地
志
備
用
典
籍
」
の
性
格
、
或

い
は
早
大
本
と
国
立
公
文
書
館
本
の
異
問
、
さ
ら
に
は
伺
庵
が
文
化
六
年

（一

八

O
九
）
か
ら
弘
化
四
年

（一

八
四
七
）
に
没
す
る
ま
で
儒
者
と
し
て
昌
平
坂
学
問

所
に
務
め
て
い
た
喜

こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
編
惰
地
志
備
用
典
籍
本

（
国
立

公
文
書
館
本
）
は
、
桐
庵
自
筆
本
（
早
大
本
）
を
も
と
に
転
写
し
た
も
の
と
見
て

よ
い
だ
ろ
、
つ
。

降

資
料
形
態
、
表
記
や
蹴
文
の
改
変
、
な
ら
び
に
後
付
の
注
な
ど
が
見
ら
れ
る
点

で
、
本
系
統
よ
り
二
蹴
文
系
統

（と
り
わ
け
洲
本
本
）
の
方
が
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」

原
本
と
近
い
距
離
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
部
で
は
あ
る
が
、

一
蹴
文
系
統

の
方
が
よ
り
原
本
に
近
い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
具
体
的
に

は
、
本
文
末
尾
で
ロ
シ
ア
の
通
貨
単
位
ル
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
触
れ
る
記
述
が
確
認

で
き
る
が
、
そ
こ
に
付
さ
れ
て
い
る
注
に
着
目
し
た
い
。
本
系
統
の
注
で
は
「
｛リ

ユ
ペ
ル
は
莫
斯
寄
未
亜
の
銀
銭
の
数
也

［
、
］
和
蘭
何
程
ト
云
ヲ
賞
事
在
舘
ノ
カ

ピ
タ
ン
モ
知
ラ
ズ
｝」
（
早
大
本
）

と
、
ル
ー
ブ
ル
が
ロ
シ
ア
の
通
貨
で
あ
る
こ
と

以
外
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

。

と
こ
ろ
が
、
洲
本
本
を
含
む
二
蹴
文
系
統
の
凹
写
本
い
ず
れ
も

「
｛リ
ユ
ベ
ル
は

ス

莫
斯
寄
未
亜
国
の
銀
銭
の
類
也

［、
］
ネ
ト
ロ
イ
ス
ト
い
ふ
者
の
書
の
中
に
ピ
ユ

ト
レ
ル
と
い
ふ
者
の
言
ふ
一
ル
ウ
ベ
ル
也

［、
］
各
五
ギ
ユ
ル
ト
せ
り

［、
］
五

ギ
ユ
ル
ド
ハ
文
銀
ニ
て
大
概
四
匁
也
［
、

］
然
ハ
一
ル
ウ
ベ

ル
ハ
廿
匁
也
】」
（
洲

本
本
）
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
旅
行
研
究
家
ス
ト
ロ
イ
ス

C
E
Y
5
2
ω
Eミタ
5
8
8

の
名
を
挙
げ
、
そ
れ
に
加
え
て
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
日
本
通
貨
の
交
換
比
率

目
。
。
品
）

を
説
明
し
て
い
る
。

こ
こ
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
ス
ト
ロ
イ
ス
」
と
は
そ
の
著
書

「三
大
旅
行
記
」

S
3．2
S
S同
込
尋
常
勾

S
N
S）
を
指
し
、
志
筑
忠
雄
は
後
年
に
訳
出
し
た
「
鎖
国

論
」
（

一
八
O
一
成
）
の
注
で
本
書
を
引
い
て
い
る
が
さ
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
訳

出
の
時
点
で
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
「
鎖
国
論
」
訳
出
時
の
手
沢
本
と
目
さ
れ
る
楽
歳
堂
文
庫
旧
蔵

『三
大
旅

行
記
」
第
三
版
空

中
の
ロ
シ
ア
へ
旅
行
し
た
く
だ
り
で
は
、
確
か
に
隊
長
ブ
ト
レ

ル

（∞
E
Z円｛包）

の
名
や
ル
ー
ブ
ル

（河
ooztg
）
と
い
う
語
は
登
場
す
る
が
、

こ
の
ル
ー
ブ
ル
に
は
何
の
説
明
も
施
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

『三
大
旅
行
記
』

だ
け
で
は
ル
ー
ブ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
通
貨
と
の
交
換
比
率
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

、
。
・ν

楽歳堂文庫旧蔵 『三大旅行記j第三版の扉
（松浦史料博物館蔵）

図4
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し
た
が
っ
て
、

二
蹴
文
系
統
の
当
該
注
は
、
後
か
ら
別
の
知
識
を
用
い
て
加
筆

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
本
節
で
対
象

と
し
た

一
蹴
文
系
統
の
方
が
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
見

て
よ
い
だ
ろ
、
っ
。

最
後
に
本
節
を
ま
と
め
る
と
、

一
八

一一

一年
に
筆
写
さ
れ
た
古
賀
伺
庵
本
（
早

大
本
）
は
、
資
料
形
態
、
表
記
や
蹴
文
の
改
変
、
な
ら
び
に
後
付
の
注
な
ど
が
見

ら
れ
る
点
で
原
本
か
ら
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
文
・
挙
や
内
容
は
ほ

ぼ
洲
本
本
と
異
な
ら
ず
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
原
本
に
或
る
程
度
距
離
の
近
い
写
本

と
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
通
貨
ル
ー
ブ
ル
を
め
ぐ
る
注
に
関
し
て
は
、
よ

り
原
型
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
伺
庵
本
を
底
本
と
し
て
、

一
八

一
O

年
か
ら

一
八

一
八
年
の
聞
に
編
惰
地
志
備
用
典
籍
本

（
国
立
公
文
書
館
本
）
が
作

成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
三
）
写
本
の
原
題

文
字
の
脱
落
に
拘
泥
せ
ず
資
料
名
を
大
別
す
る
と
、
現
存
写
本
に
は
「
阿
羅
祭

亜
来
歴
」
と
「
魯
西
亜
志
附
録
」
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の

写
本
に
せ
よ
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
と
い
う
文
言
が
全
て
の
写
本
に
確
認
で
き
る
こ

と
か
ら
、
原
題
は
「
阿
縦
祭
亜
来
歴
」
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
さ

ら
に
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
先
に
引
い
た
大
槻
玄
沢
蹴
文
の
冒
頭
部
分
を
検
討

し
た
い
。

ベ

リ

米

茂
質
按
ニ
此
題
名
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
歴
ナ
ド
、
改
へ
し
［
、
］
原
名
ノ
如

な
れ
ハ
魯
西
亜
一
本
地
の
艦
脇
来
歴
の
様
に
聞
ゆ
る
也
｛特
）

玄
沢
は
志
筑
忠
雄
が
親
交
を
持
っ
て
い
た
数
少
な
い
人
物
の

一
人
で
あ
っ
た

が
き
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
内
容
は
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
と
い
う
原
題
名
で
は
、

読
者
が
ロ
シ
ア
本
の
濫
腸
来
歴
に
つ
い
て
の
書
物
と
誤
解
し
か
ね
な
い
た
め
、

題
を
「
魯
西
亜
人
止
白
里
併
有
来
歴
」
な
ど
に
変
更
す
べ
き
だ
、
と
い
う
意
味
に

取
っ
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
別
題
「
魯
西
亜
志
附
録
」
に
話
を
移
す
と、

題
名
に
含
ま
れ
て
い
る

「魯

西
亜
志
」
と
は
、
桂
川
家
四
代
甫
周

（一

七
五

一
1
一
八
O
九
）
が
訳
出
し
た
地

誌
書
で
、
原
典
は
ヒ
ュ
1
ブ
ナ
l

『一

般
地
理
学
」
の
蘭
語
訳
版

（弘
常
向
き
向
き
向

。shsEHh）
で
あ
る
。
寛
政
五
年

（一

七
九
三
）
に
成
立
し
た
本
書
の
記
述
は
、

ロ
シ
ア
の
自
然
的
環
境
、
境
界
、

領
土
併
有
史
、
風
俗
、
政
治
、
産
業
、
教
育
に

わ
た
っ
て
い
る
。
確
か
に
「
魯
西
亜
志
」
に
比
べ
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
は
そ
の

一

部
を
補
足
す
る
よ
う
な
内
容
の
小
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
実
際
、
玄
沢

蹴
文
末
尾
に
は
「
桂
氏
嘗
て
詩
文
あ
り
魯
西
亜
志
と
名
く
宜
併
せ
見
る
へ
し
」

（洲

本
本
）
と
あ
る
訂
）。

た
だ
、
志
筑
忠
雄
が

一
八
O
六
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
と
、

一
八
O
七
年
に
書

写
さ
れ
た
洲
本
本
、
な
ら
び
に

一
八

一一一
年
に
筆
写
さ
れ
た
早
大
本
と
も
に
「
魯

西
亜
志
附
録
」
と
い
う
題
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
後
世
の
別
人

が
こ
の
異
題
を
付
し
た
と
断
定
で
き
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
当
該
資
料
の
原
題
を

「
阿
雛
祭
亜
来
歴
」
と
確
定
す
る
。
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お
わ
り
に

寛
政
七
年

（
七
九
五
）、
数
え
年
三
十
六
に
な
っ
た
志
筑
忠
雄
は
、

『新
旧
東

イ
ン
ド
誌
』
の
中
の
ロ
シ
ア
が
東
方
に
進
出
し
た
経
過
を
描
い
た
く
だ
り
を
「
阿

羅
祭
亜
来
歴
」
と
題
し
て
訳
出
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
志
筑
の
生
き
た
舞
台
装

置
が
近
世
日
本
に
お
け
る
対
外
関
係
の
最
前
線

・
長
崎
で
あ
っ
た
こ
と
が
所
在
す



る
が
、
訳
出
の
直
接
的
な
契
機
は
、
寛
政
四
年

（
一
七
九
二）

に
ロ
シ
ア
使
節
ラ

ク
ス
マ
ン
（
〉

E
B
－czzinyF品目
g
g
w
弓
80吋
）
が
、
漂
流
民
の
送
還
と
通
商

関
係
の
樹
立
を
目
的
と
し
て
根
室
に
来
航
し
た
事
件
と
見
て
間
違
い
な
い
。
侵
略

を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、

一
七
七
0
年
代
初
頭
に
ベ
ニ
ヨ
フ
ス
キ
ー

（冨

E
n
∞g苫〈凹
N
S
ロ
怠
ム
寸
∞
①
）
が
警
告
し
た
ロ
シ
ア
南
下
の
情
報
は
虚
言
を

多
く
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
或
る
意
味
で
こ
こ
に

〈現
実
〉
と
な

っ
た
。

ラ
ク
ス
マ
ン
来
航
の
翌
年
に
記
さ
れ
た
桂
川
岡
周

「
魯
西
亜
志
」

や
前
野
良
沢

「
魯
西
亜
本
紀
略
」
と
い
っ
た
著
作
と
比
べ
る
と
、
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
が
こ
れ
ら

の
一
部
を
補
足
す
る
よ
う
な
小
品
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
着
目

す
べ
き
は
志
筑
に
と
っ
て
初
め
て
の
政
治

・
外
交
に
ま
つ
わ
る
訳
述
活
動
だ

っ
た

点
で
、
そ
れ
ま
で
西
洋
の
天
文

・
物
理
学
の
訳
出
に
そ
の
身
を
捧
げ
て
き
た
志
筑

の
一
大
転
機
で
あ
っ
た
。
か
か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
、
志
筑
忠
雄
を
理
解
す
る

上
で
「
阿
羅
祭
亜
来
歴
」
は
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
著
作
と
言
え
る
。

そ
の
後
四
十
代
を
迎
え
た
志
筑
忠
雄
は
、

二
十
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た

「
暦
象
新
書
」
（
一

八
O
二
成
）
の
翻
訳
を
完
成
さ
せ
る

一
方
で
、
「
鎖
国
論
」

（一

八
O
一
成
）
を
訳
出
し
、
さ
ら
に
は
レ
ザ
ノ
フ
来
航
を
受
け
て
、
病
床
で
「
二

国
会
盟
録
」
（

一
八
O
六
成
）
を
口
述
筆
記
し
、
同
年
鬼
籍
に
入
っ
た
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
阿
羅
祭
並
来
歴
」
に
は
、
原
文
に
存
在
す
る
い

く
つ
か
の
固
有
名
詞
や
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
ま
つ
わ
る
記
述
の
翻
訳
を
回
避
す
る
な

ど
、
志
筑
が
改
変
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

基
本
的
に
原
文
を
忠
実
に

和
訳
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
で
「
鎖
国
論
」
に
は
、
「
阿
雑
祭
亜
来
歴
」
で
は

認
め
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
志
筑
自
身
の
側
値
基
準
（
西
洋
の
植
民
地
活
動
や
キ

リ
ス
ト
教
に
対
す
る
反
感

・
嫌
悪
）
か
ら
発
せ
ら
れ
た
改
変
や
発
言
が
織
り
込
ま

れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
志
筑
は
対
外
的
な
危
機
感
を
動
機
と
し
て
三
十
六
歳
に
し
て
「
阿

羅
祭
亜
来
歴
」
を
訳
述
し
た
が
、
そ
の
危
機
感
は
い
つ
し
か
志
筑
の
心
境
を
変
化

さ
せ
、

学
問
的
な
憧
僚
の
対
象
で
あ
っ
た
西
洋
は
、
そ
の
先
年
後
、
四
十
二
歳
に

し
て

「
鎖
国
論
」

を
訳
出
し
た
時
に
は
も
は
や
憧
慌
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
反
感

・

嫌
悪
と
い
っ
た
負
の
感
情
を
抱
く
対
象
に
ま
で
変
容
し
て
い
た
。

注（1
）

『東
洋
学
芸
雑
誌
』
第

一
号
（

一
八
八
三
年
九
月
再
版
）「
緒
言
」。
旧
字
は
常
用
決
公

に
改
め
た
。
以
下
、

一
次
資
料
を
除
い
た
全
て
の
引
用
文
で
問
。

（2
）

狩
野
亨
士
口
「
志
筑
忠
雄
の
昼
気
説
」。

（3
）

前
後
が
切
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
槻
玄
沢
に
宛
て
た
志
筑
忠
雄
の
昨
日
簡

一
通
が
確
認

で
き
、
そ
の
交
友
が
窺
え
る
。
渡
辺
庫
輔

『阿
前
陀
通
詞
志
筑
氏
事
脱
出
（
長
崎
学
会
、

一
九
五
七
年
）
、
四
三
頁
。
ま
た
、

吉
田
忠

「大
槻
玄
沢
、
玄
幹
父
子
の
西
遊
と
志
筑
忠

雄
」
（
長
崎
史
談
会
編

「長
崎
談
波
」
第
五
九
料
、
長
崎
文
献
社
、

一
九
七
六
年
所
収
）

参
照
。

（4
）

鳥
井
裕
美
子
「
志
筑
忠
雄
の
生
涯
と
業
総
｜
今
な
ぜ
志
筑
忠
雄
な
の
か
？
」（
『蘭
学

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
｜

志
筑
忠
雄
の
世
界
」
、
長
崎
文
献
社
、
二
O
O七
年
所
収
）。
拙
著

『「鎖
国」

と
い
う
言
説
｜
ケ
ン
ペ
ル
手
志
筑
忠
雄
訳

『鎖
国
論
』
の
受
容
史

』

（ミ
ネ
ル
ヴ
ア
官
房
、
二
O
O九
年
）
、
六
人
1
六
九
頁
表
3
。
片
桐

一
男
「
志
筑
忠
雄

に
つ
い
て
」

（『洋
学
史
研
究
』
第
二
六
号
、
二
O
O九
年）
、
一一一一一

1
二
凶
頁
表
1
を
参

間…
。
ま
た
、
片
桐

一
男
は
新
出
資
料
「
附
前
病
名
解
訳
」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
れ

は
病
名
に
係
る
オ
ラ
ン
ダ
誇
の
諸
説
集
で
あ
る
た
め
、
志
筑
の
業
績
と
し
て
は
オ
ラ
ン

ダ
諸
学
に
分
類
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（5
）

大
森
賀
「
志
筑
忠
雄

「
暦
品
革
新
令
」
の
光
学
と
そ
の
意
義
」
（
『法
政
大
学
教
養
部
紀

市
K
」
第
二一

号、

一
九
七
五
年
）、
吉
凹
忠

「
志
筑
忠
雄
の
心
遊
術
」（『
日
本
思
想
史
研

究
』
第
三
六
号
、
二
O
O凶
年
）
ほ
か
多
数
。
近
年
で
も
、
任
正
燐

『朝
鮮
科
学
史
に

お
け
る
近
位
供
大
容

・
カ
ン
ト
・
志
筑
忠
雄
の
自
然
哲
学
的
宇
宙
論
』
（忠
文
附
出
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版、

ニ
O
一

年
）
第
七
草
「
志
筑
忠
雄

『混
沌
分
判
図
説
』
の
検
討
と
そ
の
科
学
史

的
評
価
」
と
い
っ
た
論
考
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

（6
）

杉
本
つ
と
む

『江
戸
時
代
前
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
四

（早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八

一
年
）
ほ
か
多
数
。

（7
）

松
田
清
「
志
筑
忠
雄
に
お
け
る
西
洋
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
受
容
」

（前
掲

『蘭
学
の
フ

ロ
ン
テ
イ
ア
｜
志
筑
忠
雄
の
世
界
』
所
収
）
ほ
か
参
照
。

（8
）

吉
田
忠

「
志
筑
忠
雄
「
万
国
管
附
」
に
つ
い
て」

（
長
崎
史
談
会
編

『長
崎
談
叢
』
第

五
三
樹
、
長
崎
文
献
社
、

一
九
七
二
年
所
収
）
。
な
お
、
本
稿
で
掲
げ
る
資
料
に
つ
い
て

は
、
写
本
お
よ
び
文
書
の
場
合
は
鍵
括
弧
で
、
刊
行
物
の
場
合
は
二
重
括
弧
で
示
し
た
。

（9
）

第
三
指
第
三
節
で
証
明
す
る
よ
う
に
、
「
阿
経
祭
亜
来
歴
」
が
写
本
の
原
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
、
こ
の
呼
称
で
統

一
す
る
。
な
お
、
資
料
名
の
ル
ピ
は
現
代
仮
名
巡

い
に
て
付
し
た
。

（印
）

志
筑
忠
雄
の
い
わ
ゆ
る
三
部
作
が
ロ
シ
ア
事
情
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

沼
田
次
郎
「
志
筑
忠
雄
と
そ
の
時
代
」

（『歴
史
と
人
物
」
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
四
年

所
収
）
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（日
）

前
掲
拙
著

『「
鎖
国
」
と
い
う
一言一
回説
』
で
、
写
本
九
四
点
の
性
誌
的
調
査
な
ら
び
に
そ

の
系
統
分
類
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
近
世
後
期

・
近
代
に
お
け
る
「
鎖
国
論
」
と
そ
の

内
容
の
受
容
相
を
究
明
し
た
。

ま
た
、
鳥
井
裕
美
子
は
現
存
す
る
四
点
の

「
二
国
会
胞
録
」
写
本
を
比
較
し
た
上
で
、

典
拠
や
志
筑
訳
文
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
「
『鎖
国
論
』
・
『二
国
会
雌
録
」
に
見
る
志

筑
忠
雄
の
国
際
認
識
」

（前

掲

前
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
｜
志
筑
忠
雄
の
世
界
』
所
収
）。

楠
木
賢
道
は
鳥
井
の
仕
事
を
踏
ま
え
、
内
容
分
析
、
な
ら
び
に
志
筑
忠
雄
注
お
よ
び
安

部
龍
平
注
の
評
価
付
け
を
行
っ
た
。
「
『二
国
会
盟
録
』
か
ら
み
た
志
筑
忠
雄
・
安
部
飽

平
の
消
朝

・
北
ア
ジ
ア
理
解
｜
江
戸
時
代
知
識
人
の

Z
2
e
a
E
Eミ
l
」

（『社
会
文
化
史
学
」
第
五
二
号、

二
O
O九
年
）。

（ロ
）

後
述
第
三
常
第
二
節
で
、
志
筑
忠
雄
に
よ
る
蹴
文
で
は
な
い
と
判
断
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
括
弧
で
示
し
た
。

（日
）

例
え
ば
、
写
本
を
蔵
し
て
い
た
鮎
浮
信
太
郎
に
よ
る
解
説

（書
名
は
「
魯
商
班
志
附

録
」
と
さ
れ
て
い
る
）
に
も
、
正
確
な
訳
出
箇
所
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。『
鎖
国

時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
｜
世
界
地
理

・
西
洋
史
に
関
す
る
文
献
解
題
｜
』（
原
容

房
、

一
九
七
八
年
）、
九
四
i
九
五
頁
。

（M
）

志
筑
の
手
沢
本
と
見
込
ま
れ
る
蘭
性
を
多
数
収
め
て
い
た
平
戸
楽
歳
堂
文
庫

（蔵
書

目
録
）
に

『新
旧
東
イ
ン
ド
誌
」
は
認
め
ら
れ
な
い
。
松
田
清

『洋
学
の
書
誌
的
研
究
』

（臨
川
書
店
、

一
九
九
八
年
）
参
照
。

（日
）

以
下
、
初
版
を
復
刻
し
た
〈
自
宅
－

E
g
（二

O
O
二
1
ニ
O
O
四
年
刊
）
版
を
底
本

と
し
て
用
い
た
。

（凶
）

原
文
で
は

一
月
六
日
に
テ
オ
ド
！
ル
が
没
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
［i
］
の
S
R

日
3
Eh

口紅白色、己巾門戸白色
町2
』国コ己白『・＝凹
cm『・同［
2

・］－

OHahHSH
噂両足
HaEOD師一千』『芯
h片足語・〈
O
一】
－－U

］戸］
Fω
・

な
お
、
［
］
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
向
。

（げ
）

（U
N
白白「巾ロ〈白ロ

ζ
口氏。〈
5
p
p
S
H
巾
口
、
尽
な
、
［
i
］目
Ohhh凡
言
語
芯

Hhsoqaahsk帆§・〈
o－－

－・℃－

HHω
・

【民
ぶ
マ
マ
】

（川崎
）

円
コ
ご
白
血
『
ロ
N
N

己g
N
印

2
6
z
E
σ
E
R二
・
］
。
E
S
3
S
E
O
b
a’EKH室
－
〈
O
一－

］「
U
e

］｛］戸品

（印
）

原
文
は
含
口
問
3
2
2
の
N
白血『－

3
h
q
h雲間
E
H
R
（大
皇
帝
ピ
ョ

l
ト
ル
・
ア
レ
ク

セ
l
エ
ヴ
ィ
チ
）。
O
E
H
S
E
E
E
o
b
a－
bHKHS－
〈
。
一
戸
百
戸
品

（初
）

原
文
で
は

z
g互
DZ
と
記
さ
れ
て
い
る
0

0
亘
書
S
S
E
O
g
とミ
S
F
〈O
F

－－℃・

戸品

「阿
縦
祭
亜
来
歴
」
で
は
原
文
に
基
づ
い
て
「
子
プ
チ
ョ
ウ
」
と
表
記
し
て
い
る
。

こ
の

2
6
互
E
は
、
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
の
中
国
語
「
尼
布
楚
」
（
Z一E
S
E）
に
基
づ
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（幻
）

脱
裕
文
は
吉
全
市
コ
母
N巾
］m
N
5
5
D
．
巾
「
豆
町
二
）
可
岡
市
宅
内
町
民
芸

R
g・
（も
し
こ
れ
ら

の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
）。
。
長
さ
さ
き
さ

0
2
ミミ
H
S－〈
O
一戸
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司

HHA

（辺
）

早
大
本
で
は
こ
こ
を
め
ぐ
る

一
行
分
の
記
述
が
脱
落
し
て
い
る
。

（お
）

O
E
S
S
S
O
D
a－
E
S
H－〈
O
ご
－
u
a
H
Z

（M
）
「
鎖
国
論
」
中
に
、
西
洋
の
植
民
地
活
動
や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
志
筑
忠
雄
の
反
感

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鳥
井
裕
美
子
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
「
ケ
ン
ペ
ル
か

ら
志
筑
へ
！
日
本
賛
美
論
か
ら
排
外
的

『鎖
国
論
』
へ
の
変
容
｜
」

（『季

刊

日

本

思
想
史
』
第
四
七
号
、

一
九
九
六
年
所
収
）
。
前
掲
拙
著

『「鎖
国
」
と
い
う
言
説
」
、
八



八
1
九

一
頁
。

（お
）

下
線
は
悠
者
に
よ
る
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
問
。

（お
）

原
文
は
R
2
0
0
口問

ヨ
血
『丹市
「，〈巾
＝
g
（美
し
い
紹
の
皮
）
0
0
H
a
E
き
E
E
O
S？？
k
S戸

〈
O
F

－－
u・］
F
H
ω

（幻
）

｛
】

は
割
校
内
の
記
述
を
示
す
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
問
。

（
お
）
藤
田
党

『近
世
後
期
政
治
史
と
対
外
関
係
」（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
O
O五
年
）
、

一

四
1
一
五
ナ民
。
岡山
壁
仁

「徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治

昌
平
坂
学
問
所
偶
者
と
幕
末
外

交
変
容
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
O
O七
年
）
、

一
六
0
1
一
七
二
頁
。

（m
U
）

原
文
は
の
曲
目
匂
－
R
Z
N巾
巾
（
カ
ス
ピ
海
）。
ph弘
喜
遣
さ
さ

p
a－な
ら

S
－〈
O
一・「百
－H
H
日・

な
お
、
「
阿
緩
祭
市
民
来
歴
」
成
立
以
前
で
は
、
前
野
良
沢
「
魯
酉
亜
本
紀
略
」
草
稿

（一

七
九
三
成
）
に
、
「
北
高
海
」
と
い
う
呼
称
が
見
え
る
。「
大
分
県
先
哲
資
料
援
合
前

野
良
沢
』
資
料
集
第
三
巻
、
九

一
頁
。

（ぬ
）

そ
の
直
後
の
箇
所
で
は
「
高
海
」
、
「
｛北
高
海
｝」
と
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（泊
）

た
だ
し
、
「
消
康
無
二
十
五
年
」
に
つ
い
て
は
、
「
阿
維
祭
班
来
歴
」
原
本
が
も
と
も

と
誤
っ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（明記
）

原
文
は

U
2
2
～wag－O
N
h
k
室
主
同室、
o
q
M
H
E
N

ミ
S
F
〈O
F
H

－
u
－H
H
A
e

（お
）

以
下
、
国
立
公
文
容
館
蔵
本
と
す
る
。

（初
）

前
掲
民
壁
仁

『徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
』
、
二
五
六

1
二
五
七
頁
。

（お
）
「
蘭
学
者
」

と
い
う
概
念

2
白
説
）
に
は
、
「
近
代
日
本
に
お
け
る
近
世
像
」
を
め
ぐ

る
問
題
が
所
在
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
使
宜
上
朋
い
た
。
以
下
向
。

（お
）

例
え
ば
、
東
京
大
学
附
属
図
啓
館
総
合
図
啓
館
雨
前
究
文
庫
蔵
本
に
は
「
（阿
）
縦
祭
亜

来
歴
」

は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。「
大
分
県
先
留
資
料
投
書
前
野
良
沢
』
資
料
集
第
三

巻
参
照
。
な
お
、
現
存
す
る

「東
砂
お
記
」
の
う
ち

「（
阿
）
縦
祭
並
来
廃
」
を
所
収
し

て
い
る
こ
と
が
線
認
で
き
て
い
る
の
は
、
本
稿
で
挙
げ
た
二
点
の
み
で
あ
る
。

（幻
）

原
間
博
二

「阿
前
陀
通
詞
志
筑
家
に
つ
い
て
」（
前
掲

『蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
｜

志
筑
忠
雄
の
世
界
」
所
収
）、
ニ
凹
1
二
五
頁
。

（お
）

イ
サ
ベ
ル

・
問
中

・
フ
ァ
ン
・
ダ
l
レ
ン
「オ
ラ
ン
ダ
史
料
か
ら
見
た
長
崎
通
詞
｜

志
筑
家
を
中
心
に
｜
」（
前
掲
盲
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
｜
志
筑
忠
雄
の
世
界
』
所

収
）、
三
二

1
三
凶
頁
。

（mm
）

現
在
通
用
し
な
い
異
体
字
に
つ
い
て
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。

（
ω）
洲
本
本
よ
り
。

（川町
）
婦
、
水
貞
三
、
山
口
静
子
、
鈴
木
圭
五
日
「
大
日
本
近
世
史
料
編
怖
地
志
備
用
典
籍
解

題

こ
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
七
号
、

一
九
七
二
年
所
収
）、
四
三
頁
。

（位
）
『
一
編
怖
地
志
備
用
典
籍
解
題
』
六

（東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
九
年
）、
一一

O
頁
。

（必
）
「
凡
例
」（『
編
怖
地
志
備
期
典
絡
解
題
』
一

、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
九
年
）、
六

頁
。

（川明
）

前
掲
挺
壁
仁

『徳
川
後
期
の
学
問
と
政
治
昌
平
坂
学
問
所
館
者
と
幕
末
外
交
変

容
』
、
二
九

一
頁
。

（必
）

前
掲
鳥
井
裕
美
子
「
ケ
ン
ペ
ル
か
ら
志
筑
へ
｜
日
本
質
美
論
か
ら
排
外
的

「鎖
国

論
』
へ
の
変
容
｜
」
、

一二
七
1
一二
八
頁
。

（必
）
前
掲
松
田
清

『洋
学
の
砦
誌
的
研
究
」
、
五
九
八
頁
。

（幻
）

匂
言
白
白
雪
諮
問
、
昨
尋
常

hCHNS－
E
8
5
0
2
r・（コ
怠
）－
u－H
N
N
・
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
。

（必
）

守
R
b
S
N諮
問
、
昨
喜
志
』
g
N
S－
E
8
5
0
2
w
（二
念
）－U
H
吋
「
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
。

（刊
）

洲
本
本
。

（叩
）

志
筑
と
玄
沢
と
の
交
友
は
、

吉
田
忠
「
大
槻
玄
沢
、
玄
幹
父
子
の
酋
遊
と
志
筑
忠
雄
」

（『一
長
崎
談
叢
』
第
五
九
輪
、

一
九
七
六
年
所
収
）
に
詳
し
い
。

（日
）

玄
沢
は

一
月
に
訳
出
さ
れ
た
「
魯
西
亜
志
」
を
見
て
か
ら
、
同
年
の

一
O
月
に
政
文

を
記
し
た
よ
う
だ
。
早
稲
田
大
学
蔵
「
魯
西
亜
志
」
の
奥
付
に
は

「
党
政
乎
仕
孟
春
」

と

あ
る
。
な
お
、
干
支
が
誤
っ
て
お
り
、
正
し
く
は

「奨
丑
」
で
あ
る
。

｛
付
記
｝
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）（
研
究
謀
題
番
号
一

二
三
五
二
O
一

の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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